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本
ほん
書
しょ
を使
つか
われるみなさんへ

　日
に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
において多

た
文
ぶん
化
か
化
か
が進

すす
む中

なか
、さまざまな場

ば
で外

がい
国
こく
籍
せき
の人

ひと
々
びと
を受

う
け入

い
れ、接

せっ
触
しょく

し、交
こう
流
りゅう
する機

き
会
かい
は今
こん
後
ご
、ますます増

ぞう
加
か
していくことが予

よ
想
そう
されます。異

こと
なる文

ぶん
化
か
的
てき
背
はい
景
けい

の人
ひと
々
びと
と接
せっ
していく際

さい
に求
もと
められるのが、多

た
文
ぶん
化
か
を視

み
る目

め
を客

きゃっ
観
かん
的
てき
に分
ぶん
析
せき
する力

ちから
、そして、

異
こと
なる背

はい
景
けい
を持

も
つ者
もの
同
どう
士
し
が協

きょう
働
どう
的
てき
に物
もの
事
ごと
を作
つく
り上

あ
げていくために必

ひつ
要
よう
とされる対

たい
話
わ
力
りょく
であ

り、ときに起
お
こりうる摩

ま
擦
さつ
や対
たい
立
りつ
に対
たい
して、それが起

お
きた原

げん
因
いん
を見

み
定
さだ
め対
たい
応
おう
していく問

もん
題
だい

解
かい
決
けつ
力
りょく
です。本

ほん
書
しょ
は、こうした力

ちから
の向
こう
上
じょう
を目

め
指
ざ
した教

きょう
材
ざい
です。また、国

くに
や文
ぶん
化
か
という枠

わく
を

超
こ
えて存

そん
在
ざい
するグローバルイシューについて、文

ぶん
化
か
的
てき
差
さ
異
い
を超

こ
えて、地

ち
球
きゅう
市
し
民
みん
としての視

し

点
てん
から対

たい
話
わ
できる力

ちから
を養

やしな
うことも本

ほん
書
しょ
の大
おお
きな目

もく
的
てき
の一
ひと
つです。

　本
ほん
書
しょ
で挙

あ
げた 12のトピックについて、自

じ
国
こく
や他

た
国
こく
の状

じょう
況
きょう
を理

り
解
かい
することに加

くわ
え、教

きょう
室
しつ

の仲
なか
間
ま
との対

たい
話
わ
、学
まな
び合

あ
いを通

とお
して「そんな見

み
方
かた
があったのか」といった、新

あたら
しい発

はっ
見
けん
が

生
う
まれることで物

もの
事
ごと
やある問

もん
題
だい
を捉
とら
える「物

もの
差
さ
し」がより多

おお
く、豊

ゆた
かになっていくことを

願
ねが
っています。正

せい
解
かい
のない問

と
いが多

おお
く含
ふく
まれていること、それも本

ほん
教
きょう
材
ざい
の特
とく
徴
ちょう
です。その

ような問
と
いに対

たい
し、皆

みな
さんは正

せい
解
かい
を探
さが
す必
ひつ
要
よう
はありません。でも、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の答
こた
えを探

さが
し

てほしいと思
おも
います。そして、それぞれの答

こた
えを教

きょう
室
しつ
の仲
なか
間
ま
と共

きょう
有
ゆう
してほしいと思

おも
います。

また、自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の答
こた
えを探

さが
すために仲

なか
間
ま
と対
たい
話
わ
をしてください。そのとき大

たい
切
せつ
にしてほし

いことは、聴
き
くことです。自

じ
分
ぶん
の考

かんが
えを伝

つた
えること、伝

つた
える力

ちから
も大
たい
切
せつ
ですが、聴

き
くことも

また、他
た
者
しゃ
を理

り
解
かい
するために非

ひ
常
じょう
に重

じゅう
要
よう
なことだと思

おも
います。自

じ
分
ぶん
と考

かんが
えや主

しゅ
張
ちょう
が異
こと
なる

仲
なか
間
ま
の発
はつ
言
げん
もまずはしっかり受

う
け止

と
めましょう。対

たい
話
わ
を進
すす
める中

なか
で、互

たが
いの考

かんが
えや主

しゅ
張
ちょう
に

変
へん
化
か
がみられるかもしれません。第

だい
三
さん
の考

かんが
えが生

う
まれる可

か
能
のう
性
せい
もあります。

　2019 年
ねん
6 月
がつ
28 日

にち
、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の推

すい
進
しん
に関

かん
する法

ほう
律
りつ
」が公

こう
布
ふ
、施

し
行
こう
されました。こ

の法
ほう
律
りつ
では、基

き
本
ほん
理
り
念
ねん
として、学

がっ
校
こう
の児

じ
童
どう
生
せい
徒
と
や留

りゅう
学
がく
生
せい
、各
かく
分
ぶん
野
や
の技

ぎ
能
のう
実
じっ
習
しゅう
生
せい
、難
なん
民
みん
など、

さまざまな立
たち
場
ば
の在
ざい
留
りゅう
外
がい
国
こく
人
じん
らの日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を受

う
ける機

き
会
かい
を最
さい
大
だい
限
げん
確
かく
保
ほ
することを謳

うた
って

います。本
ほん
書
しょ
がそうした機

き
会
かい
を広
ひろ
げるきっかけになれば幸

さいわ
いです。

　教
きょう
室
しつ
での学

まな
びをつくり上

あ
げるのは、みなさんひとりひとりです。学

まな
びの旅

たび
が楽
たの
しいもの

になりますよう、祈
いの
っています。

2022年
ねん
12 月

がつ

松
まつ
尾
お
　慎
しん


